
　

12
月
16
日
、
地
域
防
災
力
の
向
上

に
取
り
組
む
人
材
養
成
を
目
的
に
、

各
地
域
に
お
い
て
防
災
活
動
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
そ
の
活
動
の
中
核
を

担
う
「
宇
陀
市
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
」
を
開
講
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
自
主
防
災
組
織
や
自
治

会
、
ま
た
市
内
事
業
所
や
各
団
体
な

ど
か
ら
54
人
の
方
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

講
師
は
市
危
機
管
理
課
職
員
が
務

め
、
奈
良
地
方
気
象
台
か
ら
は
防
災

管
理
官
を
招
き
、
気
象
災
害
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
職
員
に
よ
る
講
座
で
は
、
市
の

防
災
力
に
つ
い
て
、
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
担
う
べ
き
役
割
を
は
じ
め
、

地
域
防
災
に
係
る
概
要
や
震
災
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
や
対
策
、
有
事
の
際
の
行

動
パ
タ
ー
ン
な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
を
修
了
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
、
修
了
証
を
交
付
さ
れ
、
今
後
、

宇
陀
市
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
登
録

を
受
け
、
各
地
域
で
の
防
災
活
動
に

参
画
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
市
で
は
、
基
礎
講
座
の
実
践

編
の
実
施
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
地

域
ぐ
る
み
で
防
災
対
策
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

災
害
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

 

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
基
礎
講
座
を
開
講

問
危
機
管
理
課
（
☎
82
・
１
３
０
４
／
IP
☎
88
・
９
０
７
０
）

自 助

公 助

共 助自分や家族
の身は自分
たちで守る

災害時（特に直後）は、
「公助」に期待できない
　→道路の寸断等で地域が孤立
　→行政等も自身が被災

行政機関や
公的機関に
よる対応

近隣住民や地域
の人たちが互い
に協力し、助け
合う

◆（特に直後は）共助による災害対策が重要
◆その活動の中核となるのが、地域防災リーダーの役割
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次
代
に
求
め
ら
れ
る
「
情
報
活
用
能
力
」 

  
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
ス
タ
ー
ト

問
教
育
総
務
課
（
☎
82
・
３
９
７
３
／
IP
☎
88
・
９
２
５
９
）

知識・技能

P

ペ
ッ
パ
ー

epper

（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
）

菟
田
野
小
学
校
へ
配
置

　

1
月
16
日
、
今
年
度
モ
デ
ル
校
と

な
っ
た
菟
田
野
小
学
校
に
人
型
ロ

ボ
ッ
ト
のPepper

が
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
室
の
研
究
教
材
に
な
り
ま
し

た
。

　
Pepper

を
初
め
て
見
る
子
ど
も

た
ち
も
多
く
、「
こ
れ
を
み
ん
な
で

操
作
す
る
ん
だ
よ
」
と
教
え
ら
れ
た

子
ど
も
た
ち
は
興
味
津
々
。
教
材
と

い
う
よ
り
、
ま
る
で
新
入
生
が
来
た

よ
う
な
興
奮
ぶ
り
！

　

今
後
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
た

Pepper

を
幼
稚
園
で
交
流
に
活
用

し
た
り
、
市
役
所
、
図
書
館
な
ど
の

施
設
に
設
置
し
て
来
庁
者
案
内
に
挑

戦
す
る
な
ど
、
宇
陀
市
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
を
広
め
る
た
め
の
活
用

も
期
待
さ
れ
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
と
は
？

　

小
学
校
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
と
は
、
実
際
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
は
、①「
物

事
に
は
手
順
が
あ
り
、
手
順
を
踏
む

と
物
事
を
う
ま
く
解
決
で
き
る
」
と

い
っ
た
論
理
的
に
考
え
て
い
く
力
を

育
む
こ
と
、
②
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

通
し
て
よ
り
よ
い
社
会
を
築
い
て
い

く
態
度
を
育
む
こ
と
、
③
各
教
科
の

学
び
を
よ
り
確
実
な
も
の
に
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

新
し
く
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
と

い
う
教
科
が
作
ら
れ
る
の
で
は
な

く
、
各
教
科
の
学
習
の
一
部
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
り
、
総
合
的
な
学
習
の

中
で
時
間
を
か
け
て
行
わ
れ
た
り
し

て
い
き
ま
す
。

宇
陀
市
教
育
委
員
会
が

目
指
す
も
の

　

宇
陀
市
と
し
て
特
色
あ
る
教
育
を

目
指
し
、
小
・
中
学
校
の
連
携
に
よ

る
連
続
性
・
発
展
性
、
ま
た
地
域
と

の
連
携
・
協
働
に
よ
る
地
域
情
報
の

発
信
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

普
遍
的
に
求
め
ら
れ
る
力
と
し

て
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
思
考

　

平
成
29
年
3
月
に
新
し
い
学
習
指

導
要
領
が
告
示
さ
れ
、
２
０
２
０
年

度
か
ら
小
学
校
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
の
必
修
化
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す（
今
後
、こ
の
教
育
は
中
学・

高
校
で
も
実
施
さ
れ
る
予
定
）。

　

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
中

に
取
り
入
れ
ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
に
先
駆
的
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
っ
て
、
宇
陀
市
の
子
ど
も
た
ち

の
学
力
や
思
考
力
の
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
新
学
習
指
導
要
領
が

完
全
実
施
さ
れ
る
一
年
前
と
な
る

来
年
度
に
向
け
て
、
モ
デ
ル
校
で
の

実
践
と
、
教
員
へ
の
研
修
な
ど
、
現

在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

学びに向かう力
人間性

プログラミング体験を通して、
コンピュータに意図した処理を
行わせるために必要な論理的思
考力を育むことが目的！

思考力
判断力
表現力



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

み
ん
な
で
子
育
て

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
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結
婚
し
た
い
！ 

イ
イ
人
と
出
会
い
た
い
！

そ
ん
な
、あ
な
た
の
「
出
会
い
」
を
支
援
！

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
止
ま
ら
な
い
市

に
と
っ
て
、
定
住
の
促
進
、
若
者
が
都
会
に
出

な
く
て
も
結
婚
し
て
家
庭
を
持
ち
や
す
い
環
境
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

は
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
現
在
市
で
は
、
市

内
の
独
身
男
女
に
対
し
、
出
会
い
や
結
婚
の
機

会
の
創
出
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
未
婚
化
・
晩

婚
化
対
策
を
図
り
、
地
域
全
体
で
も
結
婚
を
支

援
す
る
機
運
の
醸
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
市
で
は
平
成
23
年
度
か

ら
市
内
団
体
の
企
画
に
よ
り
、
合
計
18
回
の
婚

活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
こ
れ
ま
で
、４
９
８
人
の
参
加（
う

ち
市
民
が
１
７
４
人
）
が
あ
り
、
82
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
誕
生
、
う
ち
３
組
が
結
婚
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
を
経
て
成
婚
に
至
っ
た
夫
婦
に

対
し
て
は
、
市
か
ら
結
婚
祝
金
を
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
内
で
家
を
新
築
ま
た
は

購
入
し
定
住
さ
れ
ま
す
と
、
市
内
で
使
用
で
き

る
「
ウ
ッ
ピ
ー
商
品
券
」
の
支
給
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
来
年
度
も
引
き
続
き
婚
活
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
た
だ
く
市
内
団
体
な
ど
を
募

集
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、
参
加
団
体
は
「
な

ら
結
婚
応
援
団
」
へ
の
加
入
が
必
要
で
す
。

うだカップリングパーティー

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課

（
☎
82
・
３
９
１
０
／
IP
☎
88
・
９
０
９
４
）

宇
陀
市 

婚
活 

応
援
宣
言
！

皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

  
ま
ち
づ
く
り
活
動
応
援
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　 

　
審
査
委
員
を
募
集

　

市
で
は
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
市
民

の
皆
さ
ん
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
「
宇
陀
市

ま
ち
づ
く
り
活
動
応
援
補
助
金
」
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
応
募
が
あ
っ
た
提
案
を
審

査
会
で
プ
レ
ゼ
ン
審
査
し
、
採
択
事
業
を
決
定

し
ま
す
。
そ
の
事
業
を
審
査
い
た
だ
く
、
審
査

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

審
査
会
や
事
業
報
告
会
で
は
、
各
事
業
に
対

す
る
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

地
域
活
動
の
活
性
化
や
充
実
化
に
寄
与
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
担
う
宇
陀
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
支

援
し
て
い
だ
け
る
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
次
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
応
援
補
助
金

の
応
募
団
体
の
募
集
は
、
次
号
以
降
の
広
報
う

だ
で
掲
載
し
ま
す
。

【
申
込
資
格
】
次
の
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
方

○
地
域
づ
く
り
活
動
に
関
心
が
あ
り
、
事
業
の

評
価
に
公
平
・
公
正
な
判
断
が
で
き
る
方

○
市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
方
（
平
成
31
年

２
月
1
日
現
在
）

○
宇
陀
市
ま
ち
づ
く
り
活
動
応
援
補
助
金
に
応

募
す
る
予
定
の
団
体
に
所
属
し
て
い
な
い
方

○
市
職
員
お
よ
び
市
議
会
議
員
で
な
い
方

【
募
集
人
数
】
若
干
名

【
任
期
】
選
任
の
日
か
ら
２
０
２
１
年
3
月
31

日
ま
で

【
業
務
内
容
】
宇
陀
市
ま
ち
づ
く
り
活
動
応
援

補
助
金
へ
の
応
募
事
業
の
審
査
・
評
価

【
申
込
方
法
】
２
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
任
意

の
用
紙
に
、
①
氏
名　

②
年
齢　

③
住
所　

④
電
話
番
号　

⑤
志
望
動
機
を
簡
潔
に
ま
と

め
、
持
参
・
郵
送
も
し
く
は
メ
ー
ル
で
、
問

ま
で
。

持
参
：
ま
ち
づ
く
り
支
援
課

郵
送
：
〒
６
３
３・
０
２
９
２　
榛
原
下
井
足

17
番
地
の
３　

宇
陀
市
役
所
ま
ち
づ
く
り

支
援
課
宛

メ
ー
ル
：m

achidukuri@
city.uda.lg.jp

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
（
☎
82
・
３
９
１
０
／
IP
☎
88
・
９
０
９
４
）

▲審査会の様子
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地
域
公
共
交
通
の
大
切
さ
を
学
ぶ
た
め

  
小
学
生
を
対
象
に
バ
ス
教
室
を
開
催

問
企
画
課
（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

第 

１
０
３
回
二
科
展
デ
ザ
イ
ン

部
で
入
賞
し
ま
し
た
。
今
回

は
高
校
生
で
唯
一
の
入
選
だ
っ
た
そ

う
で
、
私
自
身
と
て
も
び
っ
く
り
し

て
い
ま
す
。
美
術
を
始
め
た
の
は
幼

稚
園
の
時
、
姉
が
絵
画
教
室
に
通
っ

て
い
た
の
で
、
そ
の
成
り
行
き
で
私

も
習
い
始
め
ま
し
た
。
以
前
は
、
写

実
的
な
絵
画
を
描
い
て
い
た
の
で
す

が
、
高
校
に
進
ん
で
か
ら
デ
ザ
イ
ン

画
を
描
き
始
め
ま
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
画
の
魅
力
は
、
自
分
の

個
性
が
出
せ
る
こ
と
。
型
が
な
い
の

で
ア
イ
デ
ア
や
想
い
を
自
由
に
表
現

で
き
る
こ
と
。
も
と
も
と
一
人
の
時

間
が
好
き
で
、
自
分
の
世
界
に
浸
れ

る
こ
と
か
ら
こ
の
美
術
の
世
界
に

段
々
ハ
マ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の

作
品
の
テ
ー
マ
は
「
夢
の
つ
づ
き
」。

画
材
は
コ
ピ
ッ
ク
（
マ
ー
カ
ー
）
と

水
彩
絵
具
で
構
想
か
ら
製
作
ま
で
約

一
年
か
け
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
は
こ
の
作
品
を
見
て
、

自
由
に
想
像
し
て
感
じ
て
も
ら
え
た

ら
と
思
い
ま
す
。

今
、
学
校
で
は
地
域
創
生
コ
ー

ス
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。
こ

の
コ
ー
ス
で
は
、
地
域
の
歴
史
や
資

源
を
学
び
、
地
域
の
課
題
や
問
題
点

を
一
年
間
か
け
て
研
究
し
、
今
後
の

地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
ア
イ
デ
ア

を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

　

美
術
づ
け
の
毎
日
で
す
が
、
学
校

の
勉
強
も
お
も
し
ろ
い
で
す
よ
。
い

ろ
ん
な
視
点
か
ら
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
や
気
づ
か
な
か
っ
た
こ

と
に
触
れ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

宇
陀
市
の
課
題
は
「
ま
ち
の
素
晴

ら
し
い
と
こ
ろ
が
う
ま
く
Ｐ
Ｒ
で
き

て
い
な
い
」と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

宇
陀
市
に
は
魅
力
的
な
多
く
の
歴

史
名
所
や
文
化
、
風
景
が
あ
り
ま
す

し
、
私
も
近
所
の
阿
紀
神
社
や
螢
能

が
好
き
で
す
。
落
ち
着
き
ま
す
し
、

素
晴
ら
し
い
誇
れ
る
資
源
だ
と
思
い

ま
す
。

　

私
自
身
、
将
来
ず
っ
と
絵
を
描
け

る
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
で
き
れ
ば
将
来
的
に
自
分
の
好

き
な
絵
画
を
生
か
し
て
地
域
に
貢
献

で
き
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

地
域
創
生

　
　

西
の
京
高
校
美
術
部
　
2
年
生

　
　
　
　
　
　

松
原
朱
里
さ
ん
（
大
宇
陀
拾
生
）

二科展入賞作品の
　「夢のつづき」

子どもたちの
感想

バスのいろんなこ
とがわ

かったし楽しかっ
た。

次にバスに乗るの
が楽し

みになりました。

バスの後輪がどこ
を通る

のか実験で見れて
よかっ

た。

　

バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
は
、
車
の
運

転
が
で
き
な
い
高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど
の
通
学
、
買

い
物
、
通
院
な
ど
の
交
通
手
段
と
し
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
近
年
、
地
球
温
暖
化
や
環

境
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
、
環
境
に
や
さ
し
い
交
通

手
段
と
し
て
も
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
内
の
公
共
交
通
機
関
（
特
に

バ
ス
）
の
利
用
者
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
路
線
を

存
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
に
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
奈
良
交
通 

㈱
と
の
連
携
の
も

と
、
バ
ス
の
乗
り
方
や
乗
車
時
の
マ
ナ
ー
、
ま
た
環

境
に
や
さ
し
い
公
共
交
通
で
あ
る
バ
ス
利
用
の
大
切

さ
を
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
バ
ス

教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
も
9
～
10
月
に
か
け
て
、
市
内
各
小
学
校
を

対
象
に
バ
ス
教
室
を
開
催
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
の
お
金

の
払
い
方
や
料
金
表
の
見
方
、
ま
た
車
い
す
利
用
者

の
バ
ス
乗
降
介
助
の
学
習
、
さ
ら
に
普
段
入
る
こ
と

の
で
き
な
い
バ
ス
の
下
に
潜
り
、
バ
ス
の
仕
組
み
に

つ
い
て
の
学
習
も
し
ま
し
た
。



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

み
ん
な
で
子
育
て

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

広報 うだ　2019年2月号9

日
本
赤
十
字
社
　
社
資
不
明
事
件
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
起
訴
処
分
の
ご
報
告
と
お
詫
び

　

平
成
25
年
度
に
発
覚
い
た
し
ま

し
た
、
日
本
赤
十
字
社
の
社
資
募

金
、
総
額
３
０
８
万
円
余
り
が
不

明
に
な
っ
た
事
件
に
関
し
ま
し
て
、

平
成
30
年
11
月
26
日
、
奈
良
地
方

検
察
庁
葛
城
支
部
よ
り
処
分
通
知

書
が
届
き
ま
し
た
。

　

こ
の
処
分
通
知
書
に
よ
り
ま
す

と
、
不
明
金
の
内
、
平
成
21
年
度

か
ら
平
成
23
年
度
分
ま
で
は
、
既

に
時
効
を
迎
え
、
平
成
24
年
度
分

に
つ
い
て
も
、
今
後
捜
査
の
進
展

が
見
込
め
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

本
事
件
は
、
新
た
な
真
相
が
究

明
さ
れ
る
可
能
性
が
低
く
、
本
年

10
月
18
日
に
自
ず
と
時
効
が
成
立

す
る
た
め
、
被
疑
者
不
詳
に
よ
る

不
起
訴
処
分
が
決
定
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

改
め
て
、
ご
寄
付
い
た
だ
い
た

市
民
の
皆
様
、
日
本
赤
十
字
社
を

は
じ
め
、
多
く
の
関
係
各
位
に
、

多
大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
、
信

頼
を
損
ね
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

【
事
件
発
生
か
ら
の
経
過
】

平
成
25
年
4
月　

　

人
事
異
動
に
伴
い
厚
生
保
護
課

担
当
職
員
が
引
継
ぎ
中
に
不
明

金
が
あ
る
こ
と
が
判
明

平
成
26
年
6
月
5
日

　

被
告
人
不
詳
で
桜
井
警
察
署
へ

告
訴
状
を
提
出

同
7
月
9
日

　

桜
井
警
察
告
訴
状
の
正
式
受
理

（
平
成
21
～
24
年
度
ま
で
4
年
間

の
金
額
３
０
８
万
８
１
６
１
円
）

同
7
月
～
8
月

　

市
長
給
料
：
20
％
減
額

　

副
市
長
給
料
：
10
％
減
額

平
成
27
年
2
月
20
日

　

元
担
当
職
員
へ
の
懲
戒
免
職
の

処
分
を
実
施

　

当
時
の
監
督
職
員
で
現
職
の
者

４
名
を
訓
告
又
は
厳
重
注
意
の

処
分
の
実
施

同
3
月

　

元
担
当
職
員
に
よ
る
不
明
金

相
当
額
・
利
息
分
の
自
主
弁
済

（
３
６
２
万
７
１
１
２
円
）

　

管
理
職
員
や
退
職
し
た
当
時
の

管
理
監
督
職
員
等
か
ら
の
自
主

募
金
（
２
９
３
万
円
）

平
成
27
年
4
月
～
6
月

　

市
長
給
料
：
20
％
減
額

平
成
30
年
11
月
26
日

　

奈
良
地
方
検
察
庁
葛
城
支
部
よ

り
不
起
訴
の
処
分
通
知
書
が
送
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
今
後
の
再
発
防
止
策
に
向
け
た
対

策
に
つ
い
て
】

○
職
員
の
綱
紀
の
保
持
及
び
服
務

規
律
の
徹
底
や
、
公
金
等
に
対

す
る
意
識
向
上
と
適
正
な
管
理

体
制
を
再
構
築
す
る
た
め
に
、

公
金
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
総
点
検
を
行

い
、
公
金
取
扱
い
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
作
成
し
て
全
部
署
に
通
知

し
ま
し
た
。

○
内
部
通
報
の
取
扱
い
に
関
す
る

要
綱
を
平
成
27
年
4
月
1
日
に

施
行
し
、
法
令
違
反
行
為
、
適

正
な
職
務
執
行
の
妨
害
、
是
正
・

防
止
す
べ
き
行
為
等
、
職
員
及

び
そ
の
他
の
関
係
者
か
ら
の
通

報
を
適
切
に
処
理
し
、
不
正
防

止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

○
平
成
30
年
４
月
か
ら
日
赤
社
資

募
集
に
つ
い
て
口
座
振
り
込
み

を
活
用
し
、
人
為
的
事
故
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

職
員
一
同
、
二
度
と
こ
の
様
な

不
祥
事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
全

体
の
奉
仕
者
と
し
て
深
く
自
覚
し
、

公
務
の
誠
実
か
つ
公
正
な
事
務
処

理
業
務
の
遂
行
、
法
令
の
遵
守
を

徹
底
し
、
信
頼
回
復
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。 

　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
不
祥
事
が

発
生
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
社
資

募
集
、
共
同
募
金
会
が
行
っ
て
お

り
ま
す
赤
い
羽
根
共
同
募
金
、
並

び
に
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
つ

き
ま
し
て
も
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し

て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
改
め
ま
し
て
、
市
民
の

皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者

の
方
々
に
心
か
ら
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

 

平
成
31
年
２
月

     

宇
陀
市
長  

髙
見
省
次

問
人
事
課

（
☎
82
・
１
３
０
３
／
IP
☎
88
・
９
０
６
９
）

問
厚
生
保
護
課

（
☎
82
・
２
２
２
１
／
IP
☎
88
・
９
０
７
９
）

施設名 電話番号 IP 電話 所在地 施設名 電話番号 IP 電話 所在地
市役所（代表） 82・8000 82・8000 榛原下井足 17-3 中央公民館 83・0551 88・9180 大宇陀中庄 202
大宇陀地域事務所 83・2251 88・9195 大宇陀迫間 25 中央図書館 82・4749 88・9110 榛原萩原 2610-1
菟田野地域事務所 84・2521 88・9188 菟田野松井 486-1 総合体育館 82・6561 82・0511 榛原萩原 1057
室生地域事務所 92・2001 88・9182 室生大野 1641 中央保健センター 92・5220 88・9175 室生大野 3776-1
菟田野人権交流センター 84・2031 88・9179 菟田野古市場 1401-1 医療介護あんしんセンター 85・2500 88・9480 榛原福地 28-1
水道局 82・2185 88・9067 榛原檜牧 146-2 子育て支援センター 84・9925 84・9925 菟田野松井 473-1

■公共施設　電話番号・IP 電話番号・所在地
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